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味の素の成長戦略における知的財産部門の

貢献実績 

1. 知的財産部門の役割と活動内容 
味の素は、アミノ酸をベースとした、食品、医薬品、飼料などを製造販売するグローバル企業

です。その事業の成功には、知的財産部門が重要な役割を果たしています。味の素グループ

は、事業を通じて社会価値と経済価値の共創を目指す「Ajinomoto Group Shared Value
（ASV）」を経営の基本方針としており 1 、「知的財産に関するグループポリシー」を定め、

競争優位の確立・利益創出・グローバルな成長に向けた取り組みを推進しています。 2 

(1) 知的財産部門の組織構造と人員規模 

味の素の知的財産部門の組織構造と人員規模に関する具体的な情報は公開されていませんでし

た。 3 しかし、「知的財産に関するグループポリシー」に基づき、味の素グループ全体の知的

財産は味の素株式会社が統括し、調査、知的財産権維持管理業務については、関係会社の株式

会社アイ・ピー・イーに集約していることがわかりました。 3 また、海外においては、米国に

駐在員、ロシアに専任スタッフを配置し、アセアン、南米の各社では知的財産のキーパーソン

を指名して業務を遂行しています。特にバイオ関連技術については、日本・米国・ロシアの 3
拠点が連携し、強い特許権の獲得を進めているようです。 3 

(2) 知的財産に関する活動内容 

味の素の知的財産部門は、特許出願、商標登録、技術契約など、幅広い活動を行っています。 
3 

● 特許出願: 味の素グループは、国内外合わせて約 4,000 件（国内：約 1,200 件、海外：約

2,800 件）の特許権を保有しています。 9 質と量を伴う新たな知財成果の創出により、戦略

的かつ効率的な知財ポートフォリオの高質化を図っています。 9 例えば、アスパルテームに

関する特許戦略では、製法、組成物および用途の各方面から特許出願を行いポートフォリオ

を形成することで、ニュートラスイート社とのクロスライセンスを可能にし、アスパルテー

ム事業を拡大しました。 10 また、味の素は、レトルトおかゆ、L-リジンを主成分とする造粒

乾燥物、トランスグルタミナーゼ（食品物性の改良剤）など、様々な製品・技術に関して特

許を取得し、その権利を維持するための活動を行っています。 11 
● 商標登録: 味の素®、アジパンダ®など、多くの商標を登録・保有しています。 12 グローバル

に事業を展開する上で、ブランド価値向上のための商標戦略は重要な役割を果たしていま

す。 2 主要な商標の出願・登録国は、日本、アジア、米州、EMEA など広範囲に渡ります。 
7 

● 技術契約: オープンイノベーションによる共同研究開発や、特許技術のライセンス供与な

ど、外部との技術契約も積極的に行っています。 2 例えば、味の素は、抗体医薬品の開発・

製造受託において、顧客に最適な製造プロセスを提供するために、特許の使用権を顧客ごと
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にライセンス供与しています。 7 

(3) 知的財産戦略の策定と実行 

味の素の知的財産戦略は、事業戦略、研究開発戦略と一体となって策定・実行されています。 
7 2030 年に向けたロードマップ実現のため、事業戦略・R&D 戦略・知財戦略が一体となり、4
つの成長領域において先駆けて特許権を獲得し、競争優位性を築くことを目指しています。 7 
これら 4 つの成長領域とは、 

● ヘルスケア: アミノ酸の機能性を活用した、健康寿命の延伸に貢献する製品・サービスの提

供 
● フード＆ウエルネス: 食を通じて、心身の健康をサポートし、人々の well-being に貢献 
● ICT: 食に関する情報を活用し、新たな価値を創造 
● グリーン: 環境負荷の低減に貢献する技術・製品の開発 

を指します。 7 味の素グループでは、この戦略的連携を「見える化」と呼んでおり、自社/競合

の特許/技術、市場の動向を分析し、パートナーシップを強化することで、成長領域における競

争優位性を確保しようとしています。 7 

2. 味の素の成長戦略における知的財産部門の貢献実績 

(1) 知的財産による競争優位性の確保 

味の素は、知的財産を活用することで、競争優位性を確保しています。特許件数の増加やライ

センス収入の増加は、味の素の成長に大きく貢献しています。 14 

● 主要製品・技術における特許取得状況: アミノ酸、うま味調味料、加工食品、医薬品など、

幅広い分野で特許を取得しています。 9 特にアミノ酸分野では、世界のアミノ酸のリーディ

ング・カンパニーとして、高度なアミノ酸製造技術の開発に注力し、多くの特許を取得して

います。 5 例えば、味の素は、2017 年には、欧州特許庁において、L-リジンを主成分とする

造粒乾燥物に関する特許を維持する決定を得ています。 11 
● 特許による市場独占・競合排除: 特許を取得することで、競合他社に対して優位性を築き、

市場での競争力を強化しています。 15 例えば、アスパルテーム事業では、特許戦略によって

ニュートラスイート社とのクロスライセンスを実現し、事業を拡大しました。 10 
● ブランド価値向上のための商標戦略: 味の素®、Cook Do®など、強力なブランドを育成し、

市場でのプレゼンスを高めています。 12 商標戦略は、ブランド価値向上に大きく貢献してい

ます。 

(2) 知的財産を活用した新規事業創出 

味の素は、知的財産を活用することで、新規事業の創出にも取り組んでいます。 

● 特許技術のライセンス供与による収益化: 保有する特許技術を他社にライセンス供与するこ

とで、収益化を図っています。 3 例えば、再生医療用培地の開発では、培地組成に関する特
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許を保有し、顧客に最適な製造プロセスを提供しています。 7 
● オープンイノベーションによる共同研究開発: 大学や研究機関との共同研究開発を積極的に

行い、新たな技術や製品の開発を加速させています。 17 例えば、京都大学 iPS 細胞研究所

（CiRA）との共同研究により、iPS 細胞を効率よく培養する培地の開発に成功しました。 7 
この共同研究では、味の素が長年培ってきたアミノ酸発酵技術や培地開発のノウハウを活か

し、動物由来成分を含まない、高品質な iPS 細胞培養培地を実現しました。 18 
● 新規市場開拓のための知的財産戦略: グローバルに事業を展開する上で、各国・地域の法規

制や市場動向を踏まえた知的財産戦略を展開しています。 19 例えば、東南アジア、欧米、

BRICs など、それぞれの地域に根ざした市場開拓ストーリーを展開しています。 19 

(3) 知的財産リスクの管理 

味の素は、知的財産リスクの管理にも積極的に取り組んでいます。 

● 知的財産紛争の予防と解決: 知的財産に関する調査・分析を徹底し、紛争の予防に努めてい

ます。 7 万が一、紛争が発生した場合には、専門家と連携し、適切な対応を行っています。 
20 

● 模倣品対策: 模倣品対策として、正規品識別マークを付けるなどの対策を講じています。 21 
● 従業員の知的財産教育: 従業員に対して、知的財産に関する教育を実施し、知的財産に対す

る意識向上を図っています。 7 味の素では、階層別、目的別に研修を組み合わせ、新入社員

からリーダー層まで、それぞれの役割に必要な知的財産に関する知識・スキルの習得を支援

しています。 7 

(4) ケーススタディ：特許訴訟とリスク管理 

味の素は、過去にアスパルテームの製法特許を巡り、元社員から訴訟を起こされたことがあり

ます。 20 この訴訟では、最終的に味の素が和解金を支払うことで決着しましたが、知的財産紛

争のリスク管理の重要性を示す事例となりました。 

3. 味の素の知的財産部門の今後の展望 

(1) 知的財産戦略の進化と将来展望 

味の素は、2030 年に「食と健康の課題解決企業」に生まれ変わることを目指し、ASV
（Ajinomoto Group Shared Value）経営を推進しています。 18 この実現には、知的財産戦略の

更なる進化が求められます。具体的には、以下の点が挙げられます。 

● デジタル技術の活用: AI、IoT などのデジタル技術を活用し、知的財産活動の効率化・高度化

を図る。 
● グローバルな視点の強化: グローバルな事業展開を加速させるため、各国・地域の法規制や

市場動向を踏まえた知的財産戦略を展開する。 
● オープンイノベーションの推進: 大学や研究機関との連携を強化し、オープンイノベーショ

ンによる新規事業創出を促進する。 
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(2) 新技術・新事業分野における知的財産戦略 

味の素は、アミノ酸をコアとした技術を基盤に、新たな技術・新事業分野への進出を図ってい

ます。 18 これらの分野においても、知的財産戦略が重要な役割を果たします。 

● 再生医療分野: iPS 細胞培養培地などの再生医療関連技術の開発を強化し、特許ポートフォリ

オを構築することで、市場における競争力を確保する。 
● ヘルスケア分野: アミノ酸の機能性を活かした健康食品やサプリメントの開発を推進し、特

許や商標を活用することで、ブランド価値向上を図る。 
● 環境分野: バイオマスプラスチックなどの環境に配慮した素材の開発に注力し、特許を取得

することで、競争優位性を築く。 

(3) グローバル化に対応した知的財産戦略 

味の素は、グローバルに事業を展開しており、海外売上高比率は 6 割を超えています。 19 グロ

ーバル化に対応した知的財産戦略を展開することで、海外事業の成長を加速させることが重要

となります。 

● 海外における特許・商標の取得: 主要な国・地域において、特許や商標を積極的に取得し、

知的財産権を保護する。 
● 海外での知的財産紛争への対応: 海外での知的財産紛争に備え、専門家と連携体制を構築す

る。 
● グローバルな知財人材の育成: グローバルな視点を持つ知財人材を育成し、海外事業をサポ

ートする。 

4. 競合他社の知的財産戦略との比較分析 

(1) 食品業界における知的財産戦略のトレンド 

食品業界では、従来、特許出願よりもノウハウの蓄積を重視する傾向がありました。 10 しか

し、近年では、競争激化や技術の高度化に伴い、特許出願の重要性が高まっています。 22 特
に、健康志向の高まりや食の安全に対する関心の高まりを背景に、機能性食品や健康食品分野

での特許出願が増加しています。 23 また、ブランド価値向上のための商標戦略も、ますます重

要になっています。 24 さらに、農林水産省も知的財産戦略を推進しており、新たな知的財産戦

略の策定等により、農林水産分野の知的財産の保護・活用の取り組みを強化しています。 25 

(2) 主要競合他社の知的財産戦略 

キッコーマン、明治ホールディングスなど、主要な競合他社も、知的財産戦略を強化していま

す。 26 

● キッコーマン: しょうゆ、つゆ、みりんなど、主力製品に関する特許を多数保有しており、

模倣品対策にも力を入れています。 27 
● 明治ホールディングス: 乳製品、菓子、飲料など、幅広い分野で特許を取得し、ブランド価
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値向上のための商標戦略にも注力しています。 26 各カテゴリーにおける特許競争力を分析

し、戦略的に特許出願を行っています。 
● 花王: 近年食品業界に参入し、減塩調味料の分野で特許を取得するなど、積極的な知的財産

戦略を展開しています。 22 

(3) 味の素の知的財産戦略の強みと弱み 
 

Strength Weakness Supporting Snippet ID 

アミノ酸をコアとした独自

技術を基盤に、幅広い分野

で特許を取得 

知的財産部門の組織構造や

人員規模に関する情報公開

が不足 

4 

グローバルな事業展開をサ

ポートする体制が整備 

 3 

オープンイノベーションを

積極的に推進し、外部の技

術や知見を効果的に活用 

 17 

知的財産リスク管理に積極

的に取り組み、紛争の予防

と解決に注力 

 7 

5. 知的財産部門の貢献実績を評価するための指標 
知的財産部門の貢献実績を評価するための指標としては、以下のものが考えられます。 

● 特許取得件数、商標登録件数: 知的財産の取得状況を把握するための基本的な指標です。味

の素は、国内外で多くの特許・商標を取得しており、高い評価を得ています。 9 
● 知的財産による収益貢献: 特許技術のライセンス供与など、知的財産を活用した収益化の状

況を評価します。 16 知的財産権のライセンス収入は、企業の収益に大きく貢献する可能性が

あります。 
● 知的財産紛争の発生件数: 知的財産リスク管理の状況を評価します。紛争の発生件数を抑制

することで、企業の安定的な成長に貢献できます。 
● 従業員の知的財産に関する意識向上度: 従業員への知的財産教育の実施状況や、知的財産に

対する意識向上度を評価します。 29 従業員の知的財産に関する意識向上は、企業の知的財産

活動の活性化に繋がります。 
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6. 味の素の知的財産部門の成功要因 
味の素の知的財産部門の成功要因としては、以下の点が挙げられます。 

● 経営層の知的財産に対する理解とコミットメント: 経営層が知的財産の重要性を理解し、知

的財産戦略に積極的にコミットしていることが、成功の大きな要因となっています。 30 
2024 年 5 月には、特許庁長官が味の素を訪問し、藤江取締役代表執行役社長 CEO ほか幹部

の方々と知財戦略等について意見交換を行うなど、経営層と特許庁との連携も強化されてい

ます。 
● 知的財産部門と事業部門との連携: 知的財産部門と事業部門が密接に連携し、一体となって

知的財産戦略を推進していることが、競争優位性の確保に繋がっています。 7 味の素では、

研究開発の初期段階から知的財産部門が関与し、事業戦略と知財戦略を同期させることで、

高速開発システムを実現しています。 7 
● 優秀な人材の確保と育成: 知的財産に関する専門知識や経験を持つ人材を確保し、育成する

ことで、質の高い知的財産活動を展開できています。 7 味の素の知的財産部員は、弁護士や

弁理士資格を保有するなど、高い専門性を有しています。 7 また、特許事務所や法科大学院

への派遣など、人材育成にも力を入れています。 
● 知的財産管理システムの活用: 知的財産管理システムを活用することで、知的財産情報の管

理を効率化し、戦略的な活用を促進しています。 

7. 味の素における知的財産の軌跡 
味の素の知的財産の歴史は、1908 年に池田菊苗博士が昆布のうま味成分であるグルタミン酸ナ

トリウムを発見したことに始まります。 31 この発見は、後に「味の素®」という商品名で世界

初のうま味調味料として販売され、味の素の事業の基盤となりました。創業当初から、味の素

は知的財産を重視し、特許を取得することで、模倣品対策や競争優位性の確保に努めてきまし

た。 31 しかし、その道のりは平坦ではなく、特許を巡る訴訟なども経験しています。 31 これら

の経験を通じて、味の素は知的財産戦略の重要性を認識し、現在のような強固な知的財産基盤

を構築してきました。 

8. 結論 
味の素は、アミノ酸をコアとした事業をグローバルに展開する企業であり、その成長戦略にお

いて知的財産部門が重要な役割を果たしています。味の素は、知的財産を活用することで、競

争優位性の確保、新規事業の創出、知的財産リスクの管理などを実現しています。 

味の素の知的財産戦略の特徴として、 

● 「見える化」: 事業戦略、研究開発戦略、知財戦略を一体化し、可視化することで、それぞ

れの戦略を連携させ、相乗効果を高める 
● ASV との連携: 知的財産戦略を ASV 経営と連携させることで、社会課題の解決と事業成長の

両立を図る 
● オープンイノベーション: 外部の技術や知見を積極的に活用することで、イノベーションを

加速させる 
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などが挙げられます。 

今後の展望として、味の素は、デジタル技術の活用、グローバルな視点の強化、オープンイノ

ベーションの推進など、知的財産戦略を進化させることで、持続的な成長を目指していくと考

えられます。しかし、グローバル化の進展や技術革新の加速など、企業を取り巻く環境は常に

変化しています。味の素は、これらの変化に対応し、知的財産戦略を柔軟に ปรบัปรงุしていくこ

とが、今後の成長には不可欠と言えるでしょう。また、味の素グループ Way（AGW）を浸透

させ、従業員エンゲージメントを高めることで、知的財産を含む無形資産への投資効果を高

め、ASV の実現を促進していくことも重要です。 32 
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